
（様式１－３）

相馬市水産業共同利用施設復興促進整備事業計画 水産業共同利用施設復興促進整備事業個票

令和 ６ 年 ４ 月時点

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。

NO. １ 事業名 松川浦（岩子）地区 作業保管施設整備事業 事業番号 14-1-1

交付団体 相馬市 事業実施主体（直接/間接） 相馬双葉漁業協同組合

総交付対象事業費 35,000（千円） 全体事業費 35,000（千円）

水産業共同利用施設復興促進整備事業に関する目標

松川浦漁港岩子地区では、アオサノリやアサリといった地元の特産品が水揚げされており、特にアオサノ

リは、相馬市を代表する水産物として知名度を上げている。令和 2年 10 月にオープンした浜の駅松川浦で

は、アオサノリに限定した売り上げが全国有数の販売額といわれており、当地区の生産する水産物としてさ

らなる販路拡大を目指しているところである。

本市の品質のよいアオサノリは、収穫量の約 4割を三重県の業者へ卸していたものの、東日本大震災に

よる福島第一原子力発電所の事故により発生した風評の影響で取引が一切なくなってしまうなど販路を失

い、現在も漁獲量を大幅に調整した中で養殖を行っている。前述の通り、市内の物販施設による PR 販売を

通して徐々に販路を拡大させている中、三重県の業者からも 7年ぶりにアオサノリの再視察を行う話も出

てきている。

一方で、水揚げ後の陸作業が屋根のない場所で行われていることから、砂やゴミといった異物が付着しや

すく、付着した異物を取り除く除塵機への負担が大きく、故障の原因にもなっているという課題があった。

本施設整備を行うことによって、収穫されたアオサノリに付着する異物の量を大幅に少なくすることがで

きる。異物が少なくなることで、除塵機の負担も軽減され、除塵設備の維持も長期化することができる。震

災前の大口取引先との取引再開のためにも、施設の機能を強化し商品価値を上げたい。販路が広がれば、ア

オサノリの養殖量を大幅に増やすことができ、養殖業者の収入を増やすとともに、震災前の松川浦で見られ

た、ノリ棚と呼ばれる、ノリ網が松川浦一面に並ぶ美しい景色を取り戻すことができる。

事業概要

●本事業背整備予定の各種施設工事及び設備整備は以下の通りである。

・松川浦（岩子）地区 作業保管施設整備工事

除塵機の入った施設周りの下屋の延長及び遮蔽物の建設

アオサノリの異物除去を効率化させるために荷捌きスペースを兼ねた作業場が必要となる為、アオサノ

リの計量や選別等を行う作業場及び屋根を整備します。また、アサリ漁により伴う計量や選別といった陸仕

事の共同スペースとして、作業場を整備します。

本施設を整備することで、ゴミの付着を減らすことで除塵機の負担を減らすとともに、アオサノリの品質

向上による商品価値の向上を図られます。

相馬市復興計画（Ver4.1）

第３編－第２章－第２節 風評払しょく

〈概要〉地元の消費者が、自ら相馬市産農水産物の安全性を理解し、積極的に消費する地産地消の取組

は、地域経済の循環を活性化し、地場産品の消費拡大を図るだけでなく、農水産業への理解の促進につなが

り、風評払しょくのための大きな力になります。

第３編－第３章－第２節 漁業

〈概要〉震災により壊滅的な被害を受けた本市の主要な産業である水産業の円滑かつ迅速な復旧を図る



ため、市は水産業基盤再生に必要な水産業共同利用施設を整備しましたが、これまで原子力災害により本格

操業は自粛し、試験操業を余儀なくされていました。今後の本格操業再開に向け、これまで整備してきた施

設を活用し、本市水産業の生産流通体制を支援していきます。

当面の事業概要

＜令和 ５ 年度＞

設計・見積もり

＜令和 ６ 年度＞

工事着工・完成

地域の水産業共同利用施設復興促進整備事業との関係

これまで、原釜地区や磯部地区といった水揚げ量の多い地区の荷捌き施設や漁具倉庫の整備を行ってき

ましたが、アオサノリやアサリといった海産物は、特に震災後の相馬市の象徴的な海産物にもなっており、

震災前の相馬市の漁業を復活させ、さらに発展させるためには、本要望の施設整備は必須であると考えま

す。

関連する事業の概要


